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企画趣旨　　　　　　　　　　　　　　　’1やゴ細マ，
　今回の「アニュアル」は、201．1年の土木の動きに関する資料とするとともに、会員各位が自身

の専門分野以外の動きを知っていただくことを意図した。そのため、近年のテーマ「±木と社会の

動き」から「土木の動き」に特化するとともに、取り扱う範囲をいわゆる狭義の土木から広げた。今

回新たに「日本と世界の自然災害」、「環境」、「建設業」、「砂防」、「上水道」、「下水道」、「情報

通信」、「海外展開」、「建設業」の項を設け、従来からある項目に「公共交通」、「土地」を加えた。

　なお、一つの出来事が二つ以上の項目にまたがっているものについては、基本的には重複して

取り上げている。その項目だけ知りたい読者の便宜を図るためであるが、さらに、一つの出来事塀

項目によってその解釈なり意義が異なるからでもある。

　なお、2011年最大の出来事であった東日本大震災については、復旧・復興のための総合的な

動きを中心に記述した。各分野における被害や具体的な対策については各項に記述した。

　編集・執筆は各分野を専門にしている学会誌編集委員が担当した。併せて、例年同様、土木学

会の動きについて本部および海外を含む9支部から寄稿いただいた。　　　　　　（大内●雅博）
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水道水から放射性物質　東京都、ペットボトルを配付

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
上
水
道
イ
ン
フ
ラ
に
も

大
き
な
被
害
が
及
ん
だ
。
2
3
0
万
戸
超
が
断
水

し
、
延
べ
6
0
0
台
の
給
水
車
が
被
災
地
へ
赴
い
た
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
施
設
の
耐
震
化
対
策
に
加
え

管
路
施
設
の
ル
ー
プ
化
や
多
重
化
お
よ
び
液
状
化

対
策
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
電

力
．
依
存
度
の
高
い
上
下
水
道
施
設
で
は
停
電
の
三

期
化
や
電
力
不
足
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
自
立
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
確
、
保
が
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
福
島
県

お
よ
び
東
京
都
水
道
局
の
水
道
水
か
ら
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
、
一
時
期
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
が

買
い
占
め
ら
れ
た
。
震
災
関
連
の
動
き
が
口
立
っ
た

1
年
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
0
年
．
6
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
新
成
長
戦
略
」
を
う
け
て
、
水
イ
ン
フ
ラ
の

国
際
展
開
が
着
、
実
に
行
わ
れ
、
白
治
体
か
ら
各
．
国
へ

の
技
術
協
力
や
人
材
派
遣
が
増
加
し
、
水
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
引
き
続
き
2
0
1
2
年
も

国
際
展
開
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

2
月
1
4
日

　
横
浜
市
水
道
局
は
国
内
外
の
水
問
題
解
決
に

　
向
け
て
、
関
東
学
院
大
学
、
東
京
都
市
大
学
、

　
横
浜
市
立
大
学
と
連
携
・
協
力
に
間
す
る
基

　
本
協
定
を
締
結

3
月
2
3
日

　
福
島
県
内
の
調
査
に
お
い
て
1
個
所
で
全
住
民

　
の
飲
用
を
控
え
る
基
準
、
6
個
所
で
乳
児
の
摂

　
取
を
控
え
る
基
準
を
超
過
す
る
放
射
性
ヨ
ウ

　
素
を
検
出
。
東
京
都
水
道
局
も
、
金
町
浄
水
場

　
の
浄
水
で
乳
児
の
摂
取
を
控
え
る
基
準
を
超

　
え
る
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
検
出
さ
れ
た

4
月
1
日

　
大
阪
府
営
水
道
の
用
水
供
給
事
業
、
工
業
用

　
水
道
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
大
阪
市
を
除
く
大

　
阪
府
下
の
4
2
市
町
村
が
参
呵
す
る
大
阪
広
域

　
水
道
企
業
団
が
事
業
開
始
式

4
月
8
日

　
水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
は
「
強
く
し
な
や
か

　
な
水
循
環
・
低
炭
素
社
会
の
構
築
」
を
テ
ー
マ

　
と
し
て
「
東
日
本
大
震
災
後
の
口
本
社
会
へ
の

　
提
言
」
を
ま
と
め
た

7
月
2
8
日

　
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
1
4
都
県
の
浄
水

　
発
生
土
の
処
分
状
況
に
つ
い
て
、
約
7
割
が
管

　
理
型
置
分
場
に
埋
立
処
分
で
き
る
が
、
そ
の
う

　
ち
約
8
割
．
弱
が
浄
水
場
内
に
保
管
さ
れ
て
い

　
る
状
況
（
厚
生
労
働
省
の
公
表
）

9
月
1
8
日

　
経
済
産
業
省
と
国
交
省
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

　
水
電
力
省
と
上
下
水
管
理
の
協
力
に
関
し
て

　
覚
書
を
締
結

9
月
1
5
日

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
は
北
九
州
市
の
水
道
分
野
に

　
お
け
る
技
術
協
力
に
感
謝
の
慧
を
込
め
て
、
市

　
長
に
「
友
好
勲
章
　
大
十
字
章
」
、
同
市
水
道

　
．
局
職
員
と
O
B
9
名
に
「
友
好
勲
章
　
騎
士

　
章
」
を
授
与
す
る
こ
と
を
決
定

－o

獅
R
日

　
厚
生
労
働
省
水
道
課
は
、
「
水
道
法
施
行
規
則

　
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
を
公
布
し
、
同
日

　
か
ら
一
部
施
行
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
に

基
づ
き
認
可
申
請
を
簡
素
化

10
獅
P
2
、
1
3
日

第
7
回
日
米
台
水
道
施
設
地
震
対
策
ワ
ー
ク

　
シ
ョ
ッ
プ
が
新
潟
市
の
ク
ロ
ス
バ
ル
新
潟
で
開
催

．L・6・嵩｛艸」∩「。．、ら4＿」、州r
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未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
集
ま
る

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電
力
不
足
問
題
や
放
射

能
汚
染
問
題
の
観
点
か
ら
、
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
が

持
っ
て
い
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
・
汚

泥
処
理
処
分
方
法
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
7
月
に
は

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
民

間
事
業
者
が
下
水
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

地
域
冷
暖
房
の
熱
供
給
を
行
う
こ
と
が
町
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
8
月
に
は
国
交
省
か
ら
「
下
水
道
資

源
有
効
利
用
に
関
す
る
提
言
」
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
、
「
下
水
汚
泥
固
形
燃
料
の
J
I
S
化
に
よ
る
固

形
燃
料
市
場
の
活
性
化
」
、
「
下
水
処
理
場
の
地
産

地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
化
の
推
進
」
、
「
下
水
バ

イ
オ
ガ
ス
等
に
よ
る
地
城
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
へ
の
貢

献
の
推
進
」
な
ど
が
提
言
さ
れ
た
。
水
処
理
方
式
の

分
野
で
は
、
7
月
に
下
水
道
膜
処
理
技
術
会
議
か
ら

「
下
水
道
へ
の
膜
処
理
技
術
導
入
へ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

［
第
2
版
］
」
が
発
刊
、
1
！
月
に
下
水
道
法
施
行
令
の

一
部
が
改
定
さ
れ
「
循
環
式
硝
化
脱
窒
型
．
膜
分
離

活
性
汚
泥
法
」
が
代
表
的
な
処
理
方
式
の
区
分
に

追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
膜
処
理
技
術
の
普
及
が

さ
ら
に
進
み
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
圃
際
競
争
力
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

4
月
5
日

　
　
1

　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
し
た
下
水
道
施

設
に
つ
い
て
、
適
切
な
応
急
復
旧
を
行
い
再
度
災

害
を
防
止
す
る
本
復
旧
を
行
う
た
め
に
「
下
水

　
道
施
設
の
．
復
旧
に
あ
た
っ
て
の
技
術
的
緊
急
提

　
．
肩
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た

4
月
2
7
日

　
大
阪
市
は
下
水
汚
泥
の
固
形
燃
料
化
事
業
で

　
P
F
I
方
式
に
て
契
約
締
結

6
月
1
6
日

　
原
子
力
災
害
対
策
本
部
よ
り
「
放
射
性
物
質
が

　
検
出
さ
れ
た
上
下
水
処
理
等
副
次
産
物
の
当

　
面
の
取
扱
い
に
関
す
る
考
え
方
」
が
示
さ
れ
た

7
．
月
－
」
日

　
水
関
連
行
政
の
＝
兀
化
の
た
め
、
．
河
川
局
、
土

　
地
・
水
資
源
局
水
資
源
部
お
よ
び
都
市
・
地
域

　
整
備
局
下
水
道
部
の
組
織
を
統
合
し
、
「
水
管

　
理
・
国
土
保
全
局
」
が
発
足

7
月
2
5
日

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
施
行

8
月
2
5
日

　
官
民
連
携
に
よ
る
資
源
有
効
利
用
の
さ
ら
な
る

　
推
進
に
向
け
て
「
下
水
道
資
源
宥
効
利
用
に
関

　
す
る
提
言
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た

9
月
3
0
日

　
下
水
道
施
設
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
管
理
す

　
る
た
め
に
「
下
水
道
一
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
ト
手
法
に
関
す
る
手
引
き
（
案
と
が
発
刊
さ
れ

　
た

10
獅
Q
8
日

　
バ
ン
コ
ク
で
は
大
潮
を
迎
え
、
中
心
部
を
流
れ
る
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強
者

　
　
　
　
鶏
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玩
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鞭
鏡
，
白
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日本最大の膜処理施設　堺市三宝下水処理場（関連紀事：土木学会誌2011年9月号、4～5ページ）
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下
水
道
法
施
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一
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を
改
正

“十「禽堂全抑、σAl　q7　nAコM調俘h，n　1り



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・召．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミコ　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ボ　　’も噂ぺ5企画趣旨　　　　　　　　　　　　　　　’1やゴ細マ，　今回の「アニュアル」は、201．1年の土木の動きに関する資料とするとともに、会員各位が自身の専門分野以外の動きを知っていただくことを意図した。そのため、近年のテーマ「±木と社会の動き」から「土木の動き」に特化するとともに、取り扱う範囲をいわゆる狭義の土木から広げた。今回新たに「日本と世界の自然災害」、「環境」、「建設業」、「砂防」、「上水道」、「下水道」、「情報通信」、「海外展開」、「建設業」の項を設け、従来からある項目に「公共交通」、「土地」を加えた。　なお、一つの出来事が二つ以上の項目にまたがっているものについては、基本的には重複して取り上げている。その項目だけ知りたい読者の便宜を図るためであるが、さらに、一つの出来事塀項目によってその解釈なり意義が異なるからでもある。　なお、2011年最大の出来事であった東日本大震災については、復旧・復興のための総合的な動きを中心に記述した。各分野における被害や具体的な対策については各項に記述した。　編集・執筆は各分野を専門にしている学会誌編集委員が担当した。併せて、例年同様、土木学会の動きについて本部および海外を含む9支部から寄稿いただいた。　　　　　　（大内●雅博）髄　鷺テ　�e．．轟　　，．複・≒〜，凝一1」、lff丸、匿1　　　　　　　　　4、　　〜獣、　　　　　　　　　　ト編集璽響踏一画．ノ璽ぺ薯∵．、「，〜、．、．、’、　．、，　　　潔�_や　’�d　　　．1　　@　@　|・．嶺、．＼パ激」レジ、、綱窯・獅寡耀・‘−『．一1・　　　　メ，・　　　　　　∂「．，　　　　き　　j宥�`＼、，一ン目　次各分野の出来事日本と世界の自然災害・…・一・…………・……P．44東日本大震災……………・…・・………………P．45環境……・…・……・……………・……・……・…P．46河川・水資源…………・……・・………………P．47砂防…・……………・…………・…・一・…・……P．48海岸………………・…・……………・・……・…・P．49情報通信……・・…………・………・………・・…P国」49都市・地域・．土地……………・・……一・……P．50道路………………・・’……………・…・……・…P．5¶公共交通・鉄道…・………・……・……………ρ．52港湾・…・・…・…・・・・……・……………・・………P．53航空・空港…………・…一・・……・…………・・P．54上水道・………………・…………・・……・……・・P．55下水道・…………一…・・………・………・……・P，56エネルギー………・………・・………・…・……・P．57新技術・……………・…・……・…・………・……P．58建設業・………………・…・……・一……・……・P．59海外展開……………・・…・…………・……・・…P．60土木学会の動き±木学会本部　………・・………・……………P。61北海道支部・・………………・……………・…・・P．62東北支部……“・……・・…・……………・…・・…P．62関東支部……………………・……・……・……P．62中部支部…・……・………・…………・……・・冒・・P．63関西支部…・………・……・…・…・・………り・…P．63中国支部…………・………………・………・…P．63四国支部・…・……・…・…・…………・・……・・…P．64西部支部…・…………・…・…・………・……・…P．64海外支部……………・・…・・…・……………・…P．64ANNUAL　2●11水インフラ国際屡開の気運高まる’一．一雪．口�_1一臨饗　　畜皆　　　　　　‘　　　　　，，　．1，鵡　　　　．角に、．�e」量　　・r、せ’fb「・＼・’無佐々木立、‘“ノ・」戚■亀r一がフん，，κ　　　　　　一副．　ン覧水道水から放射性物質　東京都、ペットボトルを配付　東日本大震災により上水道インフラにも大きな被害が及んだ。230万戸超が断水し、延べ600台の給水車が被災地へ赴いた。今後の対策として、施設の耐震化対策に加え管路施設のループ化や多重化および液状化対策の必要性が浮き彫りになった。さらに電力．依存度の高い上下水道施設では停電の三期化や電力不足が現実のものとなり、自立エネルギーの確、保が課題となった。また福島県および東京都水道局の水道水から放射性物質が検出され、一時期ベットボトル入りの水が買い占められた。震災関連の動きが口立った1年であったが、2010年．6月に閣議決定された「新成長戦略」をうけて、水インフラの国際展開が着、実に行われ、白治体から各．国への技術協力や人材派遣が増加し、水ビジネスへの気運が高まった。引き続き2012年も国際展開が継続していくことを期待する。2月14日　横浜市水道局は国内外の水問題解決に　向けて、関東学院大学、東京都市大学、　横浜市立大学と連携・協力に間する基　本協定を締結3月23日　福島県内の調査において1個所で全住民　の飲用を控える基準、6個所で乳児の摂　取を控える基準を超過する放射性ヨウ　素を検出。東京都水道局も、金町浄水場　の浄水で乳児の摂取を控える基準を超　える放射性ヨウ素が検出された4月1日　大阪府営水道の用水供給事業、工業用　水道事業を引き継ぎ、大阪市を除く大　阪府下の42市町村が参呵する大阪広域　水道企業団が事業開始式4月8日　水の安全保障戦略機構は「強くしなやか　な水循環・低炭素社会の構築」をテーマ　として「東日本大震災後の口本社会への　提言」をまとめた7月28日　放射性物質が検出された14都県の浄水　発生土の処分状況について、約7割が管　理型置分場に埋立処分できるが、そのう　ち約8割．弱が浄水場内に保管されてい　る状況（厚生労働省の公表）9月18日　経済産業省と国交省は、サウジアラビア　水電力省と上下水管理の協力に関して　覚書を締結9月15日カンボジア王国は北九州市の水道分野に　おける技術協力に感謝の慧を込めて、市　長に「友好勲章　大十字章」、同市水道　．局職員とOB9名に「友好勲章　騎士　章」を授与することを決定−o獅R日　厚生労働省水道課は、「水道法施行規則　の一部を改正する省令」を公布し、同日　から一部施行、地方分権改革推進計画に基づき認可申請を簡素化10獅P2、13日第7回日米台水道施設地震対策ワーク　ショップが新潟市のクロスバル新潟で開催．L・6・嵩｛艸」∩「。．、ら4＿」、州r，f　　．3「・；∴《，．．れ．…………・……・一佐々木立未利用エネルギーに注目集まる　東日本大震災による電力不足問題や放射能汚染問題の観点から、下水道インフラが持っている未利用エネルギーの有効活用・汚泥処理処分方法に注目が集まった。7月には都市再生特別措置法の一部が改正され、民間事業者が下水の熱エネルギーを利用した地域冷暖房の熱供給を行うことが町能となった。また、8月には国交省から「下水道資源有効利用に関する提言」がとりまとめられ、「下水汚泥固形燃料のJIS化による固形燃料市場の活性化」、「下水処理場の地産地消エネルギー供給拠点化の推進」、「下水バイオガス等による地城エネルギー施策への貢献の推進」などが提言された。水処理方式の分野では、7月に下水道膜処理技術会議から「下水道への膜処理技術導入へのガイドライン［第2版］」が発刊、1！月に下水道法施行令の一部が改定され「循環式硝化脱窒型．膜分離活性汚泥法」が代表的な処理方式の区分に追加された。これにより膜処理技術の普及がさらに進み、水ビジネスの圃際競争力向上にもつながっていくものと期待される。4月5日　　1　東日本大震災において被災した下水道施設について、適切な応急復旧を行い再度災害を防止する本復旧を行うために「下水　道施設の．復旧にあたっての技術的緊急提　．肩」がとりまとめられた4月27日　大阪市は下水汚泥の固形燃料化事業で　PFI方式にて契約締結6月16日　原子力災害対策本部より「放射性物質が　検出された上下水処理等副次産物の当　面の取扱いに関する考え方」が示された7．月−」日　水関連行政の＝兀化のため、．河川局、土　地・水資源局水資源部および都市・地域　整備局下水道部の組織を統合し、「水管　理・国土保全局」が発足7月25日　都市再生特別措置法の一部を改正施行8月25日　官民連携による資源有効利用のさらなる　推進に向けて「下水道資源宥効利用に関　する提言」がとりまとめられた9月30日　下水道施設を計画的かつ効率的に管理す　るために「下水道一施設のストックマネジメン　ト手法に関する手引き（案とが発刊され　た10獅Q8日　バンコクでは大潮を迎え、中心部を流れるL．　唇「▼『、卜6仙　P噸ヒサ・瞭　、撰瞬一●．一噸r一幽唖i驚．髄繭毒、融一喝■曲闘■．�`〜、チャオプラや川の永位が上昇し、川や運河から水があふれた　　　　強者　　　　鶏拠　　　玩“鞭鏡，白鷹日本最大の膜処理施設　堺市三宝下水処理場（関連紀事：土木学会誌2011年9月号、4〜5ページ）11獅P日　下水道法施行令の一部を改正“十「禽堂全抑、σAl　q7　nAコM調俘h，n　1り

